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研究要旨 HIV 関連顔面脂肪萎縮症に対し治療を行った 6 例のうち、 

結果のやや不良な 2 例に対し、ヒアルロン酸注入による追加治療を行い 

良好な結果を得た。脂肪のマイクロアレイでは、前炎症状態、線維化亢 

進、インスリン抵抗性、中性脂肪の合成低下が示唆された。 

 
 
Ａ．研究目的 

HIV 感染症とその合併症に対する新規治療法の

開発を目的として、d4T を含む治療の副作用とし

ての顔面脂肪萎縮症（Facial Lipoatrophy）に対す

る治療法の開発。 

 
Ｂ．研究方法 
本年度は、HIV 関連顔面脂肪萎縮に対し形成外

科的手法を用いた修復術を行った 6 例のうち、結

果がやや不良な 2 例に対し、治療効果のより高か

ったヒアルロン酸注入を用いて追加治療を行った。

また脂肪組織のサンプルより抽出・保存していた

cDNA を用いて、奈良先端科学技術大学院大学の

栗崎教授の協力のもと、マイクロアレイによる網

羅的な遺伝子解析を行った。 
（倫理面への配慮） 
  本研究は、「人を対象とする医学系研究に関す

る倫理指針」を遵守した。臨床研究の国立国際医

療研究センターにおける倫理委員会の承認番号は、

NCGM-G-1598 である。サンプル、個人情報、お

よび解析結果は、匿名化して厳重に保管した。学

術発表の際、顔の写真を出す場合にも患者のプラ

イバシー保護に十分注意した。 

 
Ｃ．研究結果 
追加治療を行った 2 例においては、1 例は長期

（>1 年）フォローアップにおいて整容的改善を認

め、もう 1 例はまだ 1 年経過していないものの経 

 
 

過は良好である。今後、放射線画像による定量的

な分析を行う。 
脂肪組織のマイクロアレイでは、ウイルスに対

する防御反応や IFN-γを介したシグナル経路の亢

進、BMP シグナルや ECM 糖化タンパク質の産生

亢進、cAMP シグナルの亢進、インスリンシグナ

ルの低下、CD36 や GLUT4 の発現低下、lipolysis
の低下、PPARγの下流遺伝子である FABP4、
perilipin、AQP7 の発現低下がみられた。 

 
Ｄ．考察 
 脂肪移植、ヒアルロン酸注入は HIV 関連脂肪萎

縮に対し共に有効であるが、特に治療効果の高い

ヒアルロン酸を用いた、改善が乏しい場合の追加

治療は非常に効果的であると分かった。 
 脂肪サンプルの基礎的解析からは、脂肪の前炎

症状態、線維化亢進、インスリン抵抗性、中性脂

肪の合成低下が示唆された。これらは HIV 関連脂

肪分布異常症の原因であるとともに結果でもあり、

全体的な白色脂肪の減少を含めた、複雑な病態で

あることが明らかになった。 

 
Ｅ．結論 
ヒアルロン酸注入を用いた複数回治療は、HIV 関

連脂肪萎縮に対し非常に有効である。 
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